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＜連絡事項＞

・7/12～9/4で、作業療法実習生　大橋乾作さんが青陽館にきます。

・7/10　青陽館のワックス掛けを行ないました。当面は、床の水ぶきは必要ありません。

＜青明舎情報交換＞

・7月24日　青明祭あり。是非のぞきに来て下さい。

長瀬紘一郎様～現在の介護認定の認定期間終了の為、本日介護認定調査を実施。

富田　紀子様～本日八戸市民病院で胃カメラ検査を実施。結果異常ないが、胃に白い糊状の斑点あり、その組織片の検査も行なうとのこと。結果を聞くため、7月20日9時20分で予約している。食欲は出てきており、本日より粥からご飯に切り替えてみると本人様は話している。

田中　一　様～土曜日、喉に食物が詰まったと話されている。スタッフより水分を取りながら食事をとるよう助言している。以降、詰まりはないとのこと。

佐藤　朗子様～放送大学に合格したとのこと。

清水　泰雅様～デイケアに遅れてくることが続いており、“曜日を決めて時間通りに通所する”という約束が守れていない状態。そのことについて訪問時に確認。本人様は「気が緩んでいる」と話している。本人様の目標は「家で静かに過ごす」「遠い将来で就労」とのことで、その為にまず今何をすべきかを確認すると、「デイケアに通う」と答えられている。母様は、ご本人に対し「40歳までに働いて欲しい」と希望を話されている。スタッフより、本人様が通所時間を守る事が出来るよう、自立していけるよう、車でデイケアに送迎しないよう協力をお願いしている。母様は「頑張ります」と答えられている。

赤坂　順市様～土・日・月は、自分でご飯を作って食べている。薬は服薬ボードを使用して服用出来ている。人と話す際にチラシで扇ぐことも無くなり、相手の目を見て話すことが出来ていたと青明舎より情報がある。休養したい際はデイケアを欠席し、まずは、通所出来そうな日に通所するよう促していく。

繁名　和恵様～朝、「風邪でデイケアを休む。熱が35.6℃あり、喉が痛い。」と本人様より電話連絡あり。スタッフより、熱はいつも通りの平熱である事伝えている。本日欠席されている。

晴山美智子様～朝、本人様より「母の容態が悪いためデイケアを欠席する」との電話連絡あり。スタッフより、通所出来ていない事を振り返り、今後の通所について確認すると、「月・水・金での通所は無理」と話される。スタッフより外来担当医に相談してみるよう助言している。診察後、再度本人様より電話連絡あり、「火・木のどちらかで通所することになりました」と報告されている。

関下　悟　様～本日外来受診にて、今後のナイトケア利用について話し合い予定。

＜事例検討＞

柳町　信之　様（54）統合失調症　利用開始：Ｈ14年6月7日　

利用日：毎週　木曜日　利用（6月出席率100％）

検討内容：治療計画の見直し

治療計画
① 外来受診後の入浴利用時、本人から話を聞き生活状況を確認する。

（来所しない日は外来受診時にスタッフが会いに行く）

②現実的な関わりを保つ為、週1回のナイトケア利用を継続していけるように声かけを行っていく。

現状報告
・洗濯は二週間に一度行い、汚れたら着替えるようにしているとの事。入浴後に着替えをしたと話すが、汚れた衣類を着用し、異臭がしていることがある。

・足の半分は露出する程の大きな穴の開いた靴下を履いており、捨てて新しい物を履くよう伝えるが「まだ、ちょっと。」と拒否する事があり、穴の開いた靴下を履いている事が多い。最近では、もう少しで穴の開きそうな靴下を着用しており、それについてどのように思うか問うと、「これもそろそろ穴が開きそうです。穴が開けばかっこ悪いです。」と適切に捉える事ができている。穴が開いたら捨てるよう伝えると「はい。」と了解される。

・ナイトケアを欠席する事で入浴できず、不潔なまま過ごしている事がある。

・歯科受診が終わり、下歯がない状態で固いものは食べれないので、柔らかいもの（パン・そば・野菜ジュース・魚・キャベツ）を食べるようにしている。義歯の作成を勧めるが「お金がなくて。」と話している。生活保護受給者であり、過去に義歯を作った事がない方であるため、生活保護で義歯の代金は賄われる。そのことについて、来所時にご本人様に伝えていく。

・自宅で焼きそばなどの調理を行なっていると話されている。「火力が難しくて、強火だと危ないです。」と話され、右前腕を火傷したことを話されている。

・自室は日が当たる場所で、時々窓を開けて空気を入れていると話されている。

・日中は出かけたり、一週間に一度買い物に行くなど、のんびりと過ごすようにしていると話されている。

・急な用事ができたとの事で欠席される事がある。具体的に説明する事は拒んでいる。

・子供の声やテレパシーといった幻聴があるが、ナイトケア場面では言語化することや、行動化することはない。

今後の対応
・現状維持、病状悪化防止のため、外界との現実的な関わりを持つ時間を増やし、入浴などにより清潔を保つため、ナイトケア利用日を増やす、あるいはデイケアへ切り替えることを検討する。外来担当医、ご本人、ご家族と話し合いながら、今後の関わりについて検討していく。

＜利用者様情報＞

・本多　富美様～ご本人様より電話連絡あり、眠気が強い為、本日デイケア欠席すると話されている。電話での会話時に、反応の鈍さ見られている。

・田向　玲美様～先週木曜日に父様にゲンコツでおでこを殴られ、内出血、傷があるとのことで市民病院の救急を受診。大里病院を紹介してもらい、本日受診するためデイケアを欠席している。殴られた理由は、「夕食を2回食べたから。」と話している。

・稲垣　ふき様～来所直後より、廊下に体育座りしており、「眠くてだるくて歩けない」「減薬してから調子が悪く、今日は特に調子が悪い」と話されている。

＜外来情報＞

藤村　翔　様　～時々お父さんの声の幻聴が聴こえると話す。他は変わりないとの事。

我満　奈津紀様～調子は良いと話す。娘様も学校の受け入れが良いとの事である。引っ越して考えているとの事を話していて、病院の近辺が良いということをアドバイスしている。

高橋　百壽　様～落ち着いていて、普段はカブト虫取りをしているとの事である。肋骨の痛みはまだあり、大腸炎の痛み止めは飲んでいると話す。

稲垣　ふき　様～足の裏がフラフラし、力が抜け、力が入らないと話し、不調を訴えている。本日の就寝前の薬だけ変更している。

森田　清助　様～時々頭痛があり、デイケアを休む事があると話す。タバコもデイケアでは吸ってないとの事である。

晴山　美智子様～母様の具合が悪くなり、入院している為、デイケア利用は週１回でないと難しいと話している。

田向　玲美　様～父様に叩かれたことを話している。市民病院の神経外科を受診したとの事。通所には毎日行くようにということを伝えると、本人はいずれは辞めたいと話している。午前中だけはダメなのかという質問もあり、午前中だけは利用出来ないということを伝える。また、家族とのトラブルを避ける為にも、徐々に増やしていったほうがいいとアドバイスしている。
















































